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真 核 細 胞 は ，細 胞 分 裂 に よ り 繰 り 返 し 増 殖 し て い る 。細 胞 分 裂 に 伴 い ，染

色 体 D N A も 複 製 さ れ る 。 1 回 の 細 胞 分 裂 の 周 期 を 細 胞 周 期 と い う が ， 細 胞

周 期 は 細 胞 の 性 状 や 増 殖 条 件 な ど に よ っ て 周 期 が 決 ま る 。ま た 細 胞 周 期 は 間

期 と M 期 と に 分 け ら れ ， 間 期 は さ ら に G（ G a p） 1 期 ， S（ S y n t h e s i s） 期 ，

G 2 期 に 分 け ら れ ，D N A は S 期 に 複 製 さ れ る 。ま た 細 胞 周 期 か ら 逸 脱 し ，細

胞 分 裂 を 静 止 し た 状 態 を ， 静 止 期 （ G 0） と い う 。  
S 期 の D N A 複 製 の 過 程 で は D N A の 損 傷 が 頻 繁 に 起 こ る が ，複 製 の 完 了 と 共

に D N A 修 復 が 開 始 さ れ る 。 修 復 が 不 完 全 な 場 合 は 各 細 胞 周 期 チ ェ ッ ク ポ イ

ン ト 機 構 （ G 1 / S， S， G 2 / M， M） で 検 知 さ れ ， 細 胞 周 期 が 停 止 さ れ る 。  
細 胞 周 期 の 異 常 は 発 が ん の 原 因 と な り ，が ん 放 射 線 治 療 や 多 く の 抗 が ん 剤 の

作 用 機 序 は 細 胞 周 期 に 密 接 に 関 連 す る 。  
以 上 の 背 景 を 踏 ま え て ， 細 胞 周 期 と が ん ， お よ び が ん 治 療 に つ い て 論 ぜ よ 。 
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